
日本の次なる10年：将来の「10倍株（テンバガー）」候補
10銘柄
今後10年間で株価が10倍に成長する「テンバガー」の可能性を秘めた日本の優良企業10社についての詳細分析です。強力な長期的成長トレンドと
各企業の触媒となる特定の経営戦略が交差する点に位置する企業を、厳格な方法論に基づいて特定しました。



テンバガーを支える5つの主要なマクロ経済的追い風

デジタルトランスフォーメーション

生産性向上と労働力不足への対応を目的とし

た国家的なDXの推進が進んでいます。これに
より日本企業のビジネスモデル変革が加速し

ています。

半導体サプライチェーン

世界の半導体サプライチェーンにおける日本

の戦略的復権が進行中です。製造装置や素材

といった重要なニッチ分野で世界トップクラ

スの市場シェアを維持しています。

グリーントランスフォーメーション

政府主導によるGXおよび防衛力近代化への投
資が拡大しています。今後10年間で150兆円
を超える官民投資がGX分野に投入される計画
です。

ヘルスケア・バイオテクノロジー

高齢化社会を背景としたヘルスケアおよびバイオテクノロジー分野にお

ける長期的イノベーションが進んでいます。持続的かつ増大する需要が

見込まれています。

インバウンド観光

インバウンド観光の持続的な回復と成長が見られ、訪日客数および消費

額はコロナ禍以前の水準を上回っています。年間消費額は10兆円規模に
達する可能性があります。

これらの主要成長テーマは、日本市場において並外れた長期的価値を創造する力を持つ企業を特定するための基盤となります。本ポートフォリオは、リス

クを分散し、広範な成長機会を捉えるため、意図的に各テーマにまたがって多様化されています。



テンバガーの設計図：指数関数的成長を特定するフレームワーク

定量的特徴

中小規模の時価総額（典型的には2,000億円未満、多くは500億円未満）

高い売上高成長率（例：過去4年間で売上高が2倍以上）

収益性と利益率の拡大（営業利益率が10%を超える傾向）

定性的特徴

長期的成長トレンドとの整合性

創業者・オーナーによる経営（株式の相当数を保有）

上場からの期間が比較的短い（例：5～10年未満）

バリュエーシ

ョン規律
定性分析

定量スクリー

ニング
テーマ特定

マクロ経済および政策主導の強力なトレンドを特定し、時価総額、売上高成長率（CAGR）、営業利益率といった歴史的なテンバガーの特徴に基づいて定量的スクリーニングを実施しま
す。さらに、ビジネスモデル、競争優位性、経営戦略、そして隣接市場へ拡大する能力である「オプショナリティ」を精査します。高成長が鍵ではありますが、投機的なバブルを避

け、妥当なエントリーポイントを確保するためにバリュエーションを評価します。



「PBR1倍割れ」という触媒：企業統治改革が解き放つ価値

東京証券取引所（TSE）は、株価純資産倍率（PBR）が1倍を下回る企業に対し、企業価値向上策の開示を要請する政策を打ち出しました。

この企業統治改革は、資本効率と株主還元への意識を高め、日本市場における強力な触媒として機能しています。多くのテンバガー候補は高PBRの成長株ですが、この取り組みは、戦略転換や事業再生を控えた、
より成熟し見過ごされてきた企業に眠る価値を解き放つ可能性があります。

この改革は、経営陣に自己資本利益率（ROE）と資本配分への集中を強いるものであり、株価の再評価を引き起こす火付け役となり得ます。TSEのPBR改革は、古典的な「高成長スタートアップ」の型にはまらな
い、ユニークなテンバガー候補群を生み出しています。これらは、伝統的な産業に属し、低バリュエーションで取引されているものの、資本効率を重視する新たな戦略的焦点によって解き放たれる可能性のある潜

在的な資産や技術を保有している企業です。



マクロ経済の追い風：日本の新成長サイクルを駆動するエンジン

8兆円
国内DX市場（2030年度予測）

国内のDX市場は2023年度の4兆円超から2030年度には8兆円超へと成長す
ると予測されています。この動きは、労働力不足への対応と生産性向上の

緊急の必要性によって推進されています。

3倍
半導体関連産業の成長目標

日本は、2030年までに国内半導体関連産業の売上高を現在の5兆円から15
兆円超へと3倍にすることを目指しています。日本企業は製造装置、素
材、特殊部品といった重要なニッチ分野で世界トップクラスの市場シェア

を維持しています。

150兆円
GX分野への投資計画

日本は今後10年間で150兆円を超える官民投資をGX分野に投入する計画で
す。同時に、5年間で43兆円規模の防衛予算を計上し、能力の近代化に注

力しています。

日本経済の
新成長サイ
クル

デジタルトランスフ
ォーメーション
産業・行政のDX推進で生
産性向上

半導体サプライチェ
ーン
国内製造と安定供給の強化

グリーントランスフ
ォーメーション
脱炭素化と再生可能エネル
ギー促進

ヘルスケア・イノベ
ーション
医療技術・介護の革新で高
齢化対応

これらの政策は、国内産業基盤の強化を明確に優先しており、日本企業に長期的で安定した収益源を創出します。特に、インバウンド観光の回復と高齢化社会におけるヘルスケア需要の増大は、幅広い業種に恩恵をもたらし、

持続的な成長機会を生み出しています。



テンバガー候補：半導体スーパーサイクルの要

TOWA (6315)
半導体モールディング（樹脂封止）装置の世界的リーダーであり、30%を超える市場シェアを誇ります。特に、AIやハ
イパフォーマンス・コンピューティング（HPC）向け先端パッケージングに不可欠な独自の「コンプレッションモール
ディング」技術が強みです。

2028年3月期までに売上高710億円、営業利益156億円という野心的な目標を掲げており、これは2024年3月期実績比で約
8割の利益増に相当します。AIと半導体スーパーサイクルの中心に位置し、データセンターやAIアクセラレータにとって
先端パッケージング技術は不可欠です。

タカトリ (6338)
精密な切断加工装置を製造する専門メーカーです。主要な成長ドライバーは、EVや再生可能エネルギーシステムに不可
欠な次世代パワー半導体の基幹材料である炭化ケイ素（SiC）ウェーハの切断装置における圧倒的な市場シェアです。

2025年9月期の業績予想では、経常利益が67%減少するなど、大幅な業績悪化が見込まれていますが、これはEVサプラ
イチェーンにおける一時的な在庫調整に起因する循環的なものと考えられます。EV化とSiCへの移行という長期的なト
レンドは不変であり、タカトリは力強い回復と持続的な成長が見込まれます。

両社とも、グローバルな半導体スーパーサイクルにおける「つるはしとシャベル」を提供する重要な役割を担っています。特に、AIやEV市場の拡大に伴う半導体需要の増加は、これらの企業に長期的な成長機会をもたらすでしょう。



テンバガー候補：ヘルスケアとAI/DXの実力派

エムスリー (2413)
医療従事者向けデジタルプラットフォーム

「m3.com」を運営し、日本の臨床医の9割
以上が会員となっています。この圧倒的な会

員基盤が強力なネットワーク効果を生み出

しています。高い営業利益率を誇る、拡張性

の高いビジネスモデルを構築しています。

ユーザーローカル (3984)
ビッグデータ解析、SNS分析、AIを活用した
顧客サポート自動化ツールを提供するSaaS
企業です。17期連続の増収増益という驚異
的な実績を誇ります。法人向け生成AIプラ
ットフォーム「ChatAI」の提供開始によ
り、生成AIブームの最前線に躍り出まし
た。

Appier Group (4180)
AIを活用したマーケティングおよび顧客エ
ンゲージメントプラットフォームを提供す

るSaaS企業です。2021年のIPO以来、売上
高が約3倍になるなど、急成長を遂げてお
り、2027年度までに売上高をさらに倍増さ
せ700億円にするという強力な中期目標を掲
げています。

これらの企業は、AIとDXという二大潮流を捉える絶好のポジションにあります。特に、医療やマーケティング分野におけるデジタル化の加速は、
これらの企業に持続的な成長機会をもたらします。高い収益性と拡張性のあるビジネスモデルを構築している点が共通の強みであり、SaaS
（Software as a Service）型の収益モデルによる安定的かつ予測可能な収益基盤が、テンバガー銘柄としての条件を満たしています。



テンバガー候補：データ活用とクラウドの強化者

マイクロアド (9553)
中核製品であるデータプラットフォーム「UNIVERSE」を活用し、膨大な消費者データを基にター
ゲットを絞ったデジタルマーケティングを展開しています。BtoB、地方自治体、インバウンド観光
など、特定の業界に特化したソリューションと、拡大を続ける独自のデータセットが競争優位性を

構築しています。

インバウンド観光客向けマーケティング（「海外コンサルティング」）など、成長著しいニッチ市場

に注力しており、主要なマクロ経済の追い風を直接享受しています。単なるアドテク企業から「総合

データカンパニー」への転換を目指す戦略は、より高い企業評価につながる可能性があります。

rakumo (4060)
Google WorkspaceやMicrosoft 365といった主要プラットフォーム向けのグループウェア拡張ツー
ルを提供するSaaS企業です。圧倒的なシェアを持つプラットフォームに深く統合されているため、
膨大な既存ユーザー層に対して導入障壁の低いアドオンとして提供できる点が強みです。

安定した2桁成長と高い利益率を維持しています。HRテックなど新規事業領域へのサービス拡大
や、生成AIを活用した製品強化を進めています。中期経営計画では、成長加速のため30億円規模の
M&Aを計画しています。

両社とも、デジタルトランスフォーメーションという大きな流れの中で独自のポジションを確立していま

す。特に日本企業のDX推進が加速する中、これらのソリューションに対する需要は今後も拡大すると見込
まれます。高い利益率と低い資本集約度が、長期的な株主価値の創出につながるでしょう。



テンバガー候補：半導体の守護神と防衛近代化
のスペシャリスト

レーザーテック (6920)
最先端の半導体製造技術であるEUV（極端
紫外線）リソグラフィ用のフォトマスク検

査装置において、世界シェア100%の独占的
地位を確立しています。過去5年間で株価が
20倍になるなど、驚異的な成長を遂げまし
た。

売上高の2年分以上に相当する膨大な受注残
を抱えており、業績の予見性が極めて高いで

す。既に大企業ではありますが、ムーアの法

則の継続と、より高度な半導体を必要とする

AIの普及により、同社の独自技術に対する
長期的かつ持続的な需要が確保されていま

す。

東京計器 (7721)
多角的な事業を展開する製造業であり、中で

も防衛・通信機器部門が著しく成長してい

ます。レーダー警戒装置や航法装置といった

重要な電子システムを陸海空の自衛隊すべて

に供給しています。

防衛省との長年にわたる取引関係は、安定

した保護された市場を提供しています。防衛

予算の増額を直接的な追い風とし、防衛部

門の受注高および受注残高は過去最高を更

新しています。同社はこの部門の好調を背景

に、2025年度の営業利益75%増を予測して
います。

これらの企業は、それぞれ半導体と防衛という国家戦略的に重要な分野で独自のポジションを

確立しています。政府の政策支援と長期的な需要の確実性が、持続的な成長の基盤となってい

ます。特に地政学的緊張の高まりや半導体の重要性の増大という環境下で、これらの企業の価

値は今後さらに高まる可能性があります。



テンバガー候補：インバウンド・国内旅行需要の受益者

10兆円

インバウンド消費額予測

今後のインバウンド観光の年間消費額は10兆円規模に達する可能性があります。パンデミ
ック後の回復は予想を上回るペースで進んでおり、訪日客数および消費額はコロナ禍以前

の水準を既に上回っています。

2つ

安定した事業の柱

共立メンテナンス（9616）は、寮事業とホテル事業の2本柱により、景気変動に強い事業構
造を実現しています。寮事業は安定した収益基盤を提供し、成長性の高いホテル事業を支

えています。

共立メンテナンス（9616）は、学生・社員寮事業と、ビジネス・リゾートホテル「ドーミーイン」の全国チェーン運営という2つの事業を柱とし
ています。

特にホテルチェーンは、天然温泉などの高品質なサービスとアメニティで知られ、独自の強力なブランドイメージと顧客ロイヤルティを確立しています。国内のビジネス出張の回復と

インバウンド観光の急増の両方から恩恵を受ける主要企業です。

寮事業は、景気変動の影響を受けにくい安定した収益基盤を提供し、成長性の高いホテル事業を支えています。さらに、留学生や外国人労働者の増加も寮事業を後押しする要因とな

り、長期的な成長を支える基盤となっています。


